
轟
鱒

叢

.

澗

.

㌧

一 十 第箪A號

と

輪
岡

一説

徳

川

時

代

の

税

制

…
・…
…
・…

…
-
…
.…
・…
…
法
學
博
士

基

礎

肚

會

の

遜

蓮

方

向

(
こ

…
…
"・・…

…

...文

學

士

租

税

の
限

度

に

就

き

て

(二
.完
)
-
…
・…
.…

..法
華
博
士

鎌

倉

時

代

の

家

族

制

度

(七
.完
)
・・…
・…
…
.弓
.文
學
博
士

マ

ル

ク

ス
の
労

働

偵

値

論

の
根

本

命

題

(
一
Y
経
済
學
士

時

事

澗

題

,

脛

濟

界

不

安

の

縫

績

…
…
…
・…

.・・…

・…

・.…

法
學

博
士

超

過

所

得

税

論

…

…
…

…
-
…

…
…
…
…
・…
…
.・法
學
博
士

雄

心蘇

現

代
支

那

に
於

け
る
肚
會

上

の

一
鉄

隅

…
…
滋

騨

蛙

…収
穫

漉
…増

減

の
諦
観

鮎

…
・…
.…
…
・…
…
・…
・法

學

士

ラ

レ
ー

の
「
和

蘭

貿

B勿
に
關
す
る
考

察

」
…

.・法

學

士

近

刊

の
輕

濟

史

に
聞

す
る
三
者

沁

…
…
・…

…
法

學

土

龍

本

誠

一

高

田

保

馬

憩

戸

正

雄

三

浦

周

行

堀

輕

夫

戸

田

海

市

小
川
郷

太
郎

.

小

島

砧

馬

石

川

興

二

山

口
正
太
邸

本
庄
榮

治

郎

「嘩

曲　
L



凹

.

殉

.∫

、

■

鎌

倉
.
時

代

の

家

族

制

度

2
、完
)

r

ト

三

、浦
.

周

行

五

家

族

制

度
.
の

實

施

(績
)

一
般

に
他
人
を
排
斤
せ
る
此
時
代
の
相
続
慣
習
に
あ
b
て
は
、
男
女
の
實
子
な
き
腸
合
に
、
其
相
続
人
を
他
人

に
求
め
す
し
て

一
門
親
族
の
子
女
を
養
子
こ
な
し
、
こ
れ
に
家
督
財
産
を
譲
興
す
る
を
例

こ
せ
り
。
池
端
交
書
に

牧
む
る
建
部
親
政

の
譲
赦
の
如

き
は
此
間
の
消
息
を
傳

ふ
惹
も

の
な
b
。
.

疹

っ
・
わ
穿

や
う
・
ね
し
・
の
・
や
二
響

乱
ま
・
の
喜

ろ
・
李

み
?

・
・
み

葛

の
う
ち
・

ん
ち

ゃ
し
き

な
ら

ひ

に
御

く
た
し

ふ
み

」い
け
の

て
う

せ
う

も
ん
ら

の
事
、

み
き
一
た

ん

の
て
ん
ち
や
し

き
ガ
.

ユ

リ

む

む

む

む

む

む

む

り

む

.

は
ち

か
ま

さ
か
ち
う

た

い
さ
う
て

ん
の
し
b
や
う
也

、
し

か
お
に

き
ょ
た
ね

一
も
ん

の
う
ゑ
、
ゑ
う

せ
う

よ

O

O

n
.

O

O

O

O

O

O

O

O
、

O

O

D

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

、
り

　

や
う
す

る
∫
..
う

』
傷

さ
し
あ

さ

か
ら

さ
る
あ

い
た
、
ゑ

い
た

い
を

か
き

て
、
.き
ょ
た
虐

ゆ

つ

り
わ
た
す

蓬

こ
ろ
也
、
.
.よ

て
こ
臥

の
た

め

に
、

ゆ

つ
り
し
ゃ
う
く
た

ん

の
こ
ピ

し
怖

丈

ほ
う

二
年
十

二
月

十

日

.

.

.

建

部

親

政

(花
押

)

ラ

ラ

此
場
合
に
於

て

一
.再

及
び
二
幼
時
よ
b
晩
養
せ
る
こ
ε
は
#
び
に
貿
手
に
准
重

き
要
件
た
b
し
な
b
。
而
か

(

(

"

講

読
.

鎌
倉
時
代
の
家
族
制
度
(
七
、完
)
.
.

第
十

一
巻

(第
二
號

'
三

九
)

】
入
九

日

、

一
…
眺

「
…

ピ
ツ

■

、
.
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ド
.

鬼

. .

.

潮
.
.

調

団
.
.
.
.
一
."L
、-、
.
.

㌔
.
.

論

説

鎌
倉
時
代
の
家
族
制
度
(七
、完
)

-
.
.

第
+
[巻

(第
ご
號

、
四
〇
γ
.
一
ん
O

・

も
農
予

は
必
ず

し
も
男
子

に
限

れ
る
に
あ
ら
す

、
忽

那

瓦
書

に
牧
む

る
元
亨

四
年
七
月
ユ
.日
尾
填
妙

の
譲

状

の
如

く
戸
「無
ゴ
男

女

一
子

}之
問

、
爲
二
如
隔

女
松
養
子

↓

永
代

所
二譲

渡

一也
薄
塗
不
レ可

レ
有
二蝿

妨

r
如

幅
女
之
外
、
號
二

養
子

噌仁
不
ヒ
可

レ有

ン之
」
.云
々

亡

い
ひ

て
、
・男

女

の
貿
手

な
き
場
合

に
女
子

を
養
ひ

、
所
領

の
田
島
所
従

を
譲
興

せ

る
も
あ

れ
ば
、
又
正
木
交
書

〔
;

の
文

永
五
年
五

旦

二
+

月
新

田
頼

有

の
譲

状

の
如

く

「
せ
ん
ね
ん

の
ご
ろ
〔

女

子
源

氏

に
ゆ

つ
り
た
ひ

て
、
あ
ん
ε

の
御

下
交

を

申
あ

た

へ
了

、、
こ

・
に
ま

こ
か

め
わ
う
丸

は

か
の
源
氏

の
し

そ
く
た

る
あ

い
た
、

こ
れ
を

や
う

し
ご
し
.て
ち
ゃ

く

し

に
た
て
、
御
下
文
#

て

つ
き

の
も

ん
そ
ら

を

ゐ
ひ
そ

へ
て

.

や
う
た
.い
を

か
き
て
、
か
め
わ
う

丸

に
ゅ

つ
b
わ

だ
す
.{

こ
ろ
な
ゆ
」
云
々
ε

い
ひ
て

.
孫

女
を
勢

子
嘘

な
せ
る
も

.

あ
り

、、
而
し

て
後
者

は
嫡

子

に
立

て
＼

総
領

ご
な

せ
ざ

も

の
な
れ
ば

、'
前
文

に
接

続

し
て

「
た

、
し
き
ゃ
う

`
大

は
ん

笑

事
の
御
公
事
だ
る
に
よ
り
て
ふ
け
ん

に
翌
た
か
ひ
て
か
め
わ
う
丸
が
徳

井

こ
け
.ム
ん
に
も
、
.は
う
れ

い
に
ま
が
せ
て
沸
.そ
の
よ
う
ざ
う
を
は

い
ふ
ん
す

へ
し
」
云
々
ご
い

ひ
、
女
子
な
が
ち
惚

領
こ
し
て
の
普
蓮
の
任

務
を
執
行
せ
し
め
た
b
。

然

る
に
被
相
続
人
は
生
前
に
於
て
此
尿
督
及
び
財
産

の
柑
績
に
つ
き
て
の
意
志
表
示
を
な
す

べ
き
譲
状
を
幾
回

作
製
す
る
ε
も
こ
れ
を
妨
げ
ざ
b
し
か
ば
、
深
堀
交
書
二

あ

正
慮
二
年
六
月
二
士

百

沙
彌
咀
.心
の
譲
状
に
、

「
た
・
レ
さ
・
・
ゆ
了

し
智

を
潔

釜

穿

。
毒

ほ
え
候
、
書

し
是

是

。
ん
み
や
う
。
も
。
ほ

.

へ
す
候
あ
い
た
、
.こ
れ
葱
か
き
な
を
し
候
」
ε
見
ゆ
る
が
和
ぐ
、
前
年
認

め
置
き
し
讃
歌
を
失
調
す

る
が
如
匙
こ



.

〆

`
を
も
生
じ
だ
り
。
黙
れ
こ
も
被
相
続
人
が
ご

れ
を
作
製
す
る
に
當
b
て
は
、

「
レ
ε
よ
互
後
日
の
愛
更
を
豫
期

せ

る
に
あ
ぢ
ざ
れ
ば
、
幕
府
に
向

っ
て
こ
れ
が
承
認
(安
堵
)
を
申
請
す
る
を
例
嬉
し
た
り
し
が
、
幕
府
は
此
申
請
を

受
く
る
亡
共
恥
、
相
続

の
目
的
物
た
る
所
領
の
所
在
地

に
其
被
相
続
人
の
申
請
の
・事
實
な
を
や
否
や
、
こ
れ
に
射

し
て
第
三
者
.の
抗
議
な
き
ゃ
否
や

に
つ
き
読
人
の
謹
言
を
徴
し
、
然
る
後
こ
れ
に
乗
認
を
與
ふ

〔秋
田
縣
採
集
交

書
↓
)
某
女
書
は
即
ち
安
堵
状
な
b
。、
霧

控

將
軍
の
御
書

、
若
し
C
は
政
所
下
文
の
形
式
に
於
て
下
附
す

ゲ

タ
イ

ソ
デ

な
を
例
`
し
、
前
者
を
安
堵
御
激
書
ご

い
ひ
、
後
者
を
安
堵
下
交
ピ
炉
ふ
。
其
他
譲
状
の
前

〔外
題
又
袖
ざ

い
ふ
)

に
書
し
て
與

へ
た
る
こ
ご
吉
川
交
書
(
ご
元
亨
二
年
十

一
月
二
十
日
の
安
堵
状
の
如
き
も
の
も
あ
り

(
こ
れ
を
外

題
安
堵

さ
い
ふ
)
・叉
其
裏

に
書
し
た
る
と
時
代
は
稽
逞
る

、
も
吉
川
交
書
(
一
)
に
牧
め
た
る
貞
和
六
年
十
二
月
日

吉
川
脛
盛
の
安
堵
下
女
を
申
請
せ
る
訴
歌
の
裏
に
足
利
直
冬
が
安
堵
の
意
味
を
認
め
た
る
が
如
き
も
あ
り
』
安
旛

瓶
の
交
付
は
斯
る
手
綾
上
多
少
の
日
子
を
更
す
却
き

の
み
な
ら
す
幕
府
に
あ
り
て
專
ら
其
事
務
を
管
掌

せ
る
安
堵

奉
行
の
故
誉

こ
れ
を
渥
延
せ
し
め
し
老

も
こ
れ
な
き
に
あ
ら
ざ
す

し
は
弘
安
七
年
八
月
老

日
の
新
式
目
に

,
.一

安
堵
奉

行
人
事
.

・
.

r
.

、
-

構
レ
召
二
調
訴
陳

状
↓
徒
迭
二
年
月

「之
僚

、
尤
不
便

也
、
爲
二譲

状
顕
然

一着

、早

書
=
上
御

下
丈

閂於
レ
有
二
子
細
事

一

著

、
.即
可

レ
賦
二
出
.引
付

「
.
.

、

、

寛

薯

に
錬
り
て
知
る
べ
し
。
今
多
藪
の
淺
存
ぜ
る
裏

書
に
就
き
て
譲

状
ε
安
堵
瓶
こ
の
日
附
の
間
隔
を
.

論

説

鎌
倉
時
代

の
家
族
制
度

【七
、完
}

.

.

、第

十

一
巻

(第
二
號

画
.
ご

一
九
、一

レ

'

.

'

.
ir
-
降
.
.
.
.
.」
.
.

L..



,」
「

」
雪

-
.

〆

.

司
.
.

論

説

鎌
倉
時
代
の
家
族
離
度

七
、完

ワ

、
.

第
十

皿
巻

(第
二
競

四

二
)

山
九
二

調
亨

・
に
、
藪
月
を
隔

っ
譲

普
絶

て
・
数
年
を
隔

つ
る
も
の
あ
b
面

、
+
年

二
+
年
長

ぎ

も
の
さ

へ
、

あ
り
コ
左

に
揚
ぐ
ム
婁
堵
然
の
如

き
は
其
最
も
長
ぎ
も
の
、

一
な
り
。
.

.

.將
軍
家
政
風
下
.

可
レ令
三
早
建
部
滞
親
領
二
知
大
隅
國
禰
疲
南
幌
院
地
頭
職

一事
、

荏

・古
儀

位
清
墾

元
峯

潤
+
月
音

義

踏

・
纏

・守
・先
例
奇

数

・沙
撚
一之
献

,所
・仰
如

レ
件

以
下
.

・

正
慮
元
年
九
月
廿
七
旧

・

「

・
一
.
.

案
ま
眉
野
.

令
左
衛
門
少
尉
藤
原
.

・
.
.
.
.
.、
.
.
.

,

知
家
事
.
,

別
當
海
馬
権
頭
兼
相
模
年
季
耕
臣
(花
押
.).
.

、前

武

藏

守

雫

朝

臣

(花
押
)

.

.

.

'
.

・

(圃
寝
蛮
書
)

此
安
堵
状
の
a
附
亜
慮
元
年
は
被
相
綾
人
の
清
綱
が
譲
状
の
目
附
正
元
々
年
よ
り
實

に
約
廿
九
年
後
な
b
湿
こ
れ

安
堵
が
通
例
被
相
綾
人
の
生
前

に
申
請
せ
ら
る

、
も
の
な
る
に
拘
ら
す

、
被
相
糎
人
の
死
後
相
続

の
開
始
に
當
わ
.

て
始
め
て
申
請
せ
ら
れ
た
る
に
依
り
て
然
る
な
レ
。
.市
川
交
書

(
一
)
に
収
む
み
建
長

六
年
+
二
月
十
二
日
の
安
堵

肌
が
譲
状
の
目
附
〔矢
幅
二
年
十
月
二
十
五
日
)
よ
婚
約
廿
牛
後

晒
た
る
が
如
き
も

こ
れ
ε
同

一
の
場

合
な
レ
ご
す
。

被
相
続
人
は
此
安
堵
歌
給
付
後
ご
雌
こ
も
、
前
日
の
庭
分
を
愛
更
ず
る
を
妨
ザ
ず
ρ
留
守
交
書
に
収
敵
る
正
安

'



隔

二
年
五
号
二
十

】
.日
沙
彌
浮
妙

の
離
歌
に

一
岩
切
村
事
、

り
.
.

,

し

も

カ

も

も

カ

ち

コ

じ

し

し

し

も

し

し

當
村
老
.
譲
噛一興
孫
女
蓼
河
行
明
藏
人
次
女
欠
江
氏

↓
騰
レ申
二
給
安
堵

ツ
於
レ事
無
闇一芳
志

一之
問
、海
量
之
、

で

じ

セ
も

や

　

し
　

コ

し

し

ら

カ

へ

　

し

も

も

ヒ

も

し

　

ぼ

ロ

限
二
永
代
一所
レ譲
二
興
家
明
.一也
、
爲
二
本
圭
素
意
】悔
返
之
譲
異
事
者
.
爲
二
倍
例

「上
者
、
不
レ可
レ有
=
違
齪

ビ

ξ
見
ん
だ
る
ば
即
ち
其

"
例
な
り
。

こ
れ
主

`
し
て
父
母
及
び
こ
れ
に
准
ず

べ
き
耐
父
障
封
子
孫
間

に
於
て
被
相
.

績
人
た
る
祀
父
母
父
母
の
譲
状
が
最
後
の
意
志
表
示
を
有
数
ざ
な
す

べ
《

、
安
堵
歌
を
以
て
謳
歌

に
劃
抗
す

る
を
.

・

.

.
得

ぺ
か
む
ざ
れ
ば
な
り
。

,～
円

旬

.

彼
等
は
其
譲
状

に
於
て
軍
に
相
続
入
に
封
ず

る
の
み
な
ら
申
、
相
綾
人
の
死
虚
.
成
長
、
其

他
の
場
合
を
豫
想

.

し
て
相
観
の
順
位
を
も
遺
言
せ
・
あ

あ
り
。
倒
せ
ば
深
裂

書
二
.)
暖

め
た
る
寛
豊

年
八
月
四
昂

仲
光

ノ

モ

の
譲

状

に
於

で
、
仲
栄
が
其
勲

功
の
賞

だ
し

て
給
は

れ

る
所
領
癬

津
國
吉

井
新
庄

の
田
物
要
牛
氏

に
譲

興
す

る

に

當

り
、

、
.
.

r
.
.
.

、

「
.

r

r
.

、
.
.,
..

卒
民
音

、
依

レ爲
二
年
来

之
夫
妻

H所

】譲

與

㌘也
、

仲
光

一
期

之
後
者

、
無

相

蓮

一可

レ有
二
御

知
行

一着
也

.
又

.

卒

氏

一
期

之
後
者
.
五
郎

能
仲
仁
可
三
議
興

"、
更
錐
二
嫡

子
次
男

一不

し可

レ有
二
其

妨

回者
也

、

す

い

へ
む
が
如

し
。
即

ち
仲

光
は
妻

の
死
後
、
必
ず

弄
鄭

能
仲

に
相
続

せ
し

め
ん

ご
す

る
も

の
{
し
て
、
妻

の
任

意
虜
分
を
詳
審

・
こ
れ
に
饗
し
て
糞

晃
次
暑

讐

も
異
弾

挾
む
べ
窯

ざ
る
な
り
.
而
か
も
父
の
死
後

論

説

馨

韓

の
凄

製

(七
v完
}
.

、

筆

漏

(第
.
続

四
三
〕

一
九
三

.

.ヒ

」
.
.
.
.
-
.

臣

「
卜
.
.

O
.
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'1

7

、

.

澗
.

論

説

鎌
倉
時
代
の
家
族
制
度
(七
、完
)

'

＼

第
十
】
巻

(第
二
號

四
四
)
、

[
九
四
.

親
権
を
行

ふ
も

の
は

母
た

る
よ
5

、
是
等

の
謳
歌

に

は
、
父
が
其
子

女

じ
向

っ
て
.
死

後
母

の
命

に
從

ふ

べ
き
を

載

せ
、

こ
れ

に
違

背

せ
「る
も

の
に
向
.
つ
て
は

母
の
任
意
庭

分
を
許
せ
る

こ
ご
正
木
交

書

(
一
.)の
賓

治
二
在
・八
月
八

.

日
源
蒙

の
譲
激

に

「
産

そ
か
や
ワ
に
ゅ
つ
噂
φ
穿

ε
い
ふ
毫

、
は

、
り
・、
、
乃
を
そ
む
か
む
に
い
た
て

は
、
は

、
の
し
ん
た

い
に
て
あ
る
.へ
し
」

`
い
べ
る
が
和

ぎ
も
.の
あ
れ
ば
、
又
寡
婦
ε
し
て
亡
夫
の
遺
盲
に
任

せ

、て
遺
産

の
慮
舜
を
な
す

ご
ざ
、
志
賀
交
書
(坤
.)
の
延
慮
二
年
四
月
六
日
尼
深
妙
の
讃
歌
に
見
え
た
る
が
如
き
も
あ

b
。
此
場
合
に
於
て
、
寡
婦
は
必
事
亡
夫

に
謝
し
て
貞
操
を
全
う
せ
る
巻
の
な
む
ざ
る
べ
か
ら
寄
。
是
を
以
て
埼

'

ぞ

し

領
の
孚

鳳
往

々
相
手
方
よ
b
寡
婦
の
改
嫁
即
ち
再
婚

の
事
實
あ

る
を
訴
ふ
る
.こ
`

、
な
り
し
が
、
幕
府

は
こ
れ
に

野
し
て
愼
重
な
る
調
査
を
行
ひ
、
延
徳
元
年

の
追
加
に
於

て
も
、
謹
櫨

分
明
な
ら
ざ
る
も
の
は
こ
れ
を
不
問

に
附

.

す
.べ
し
ε
な
せ
る
こ
巴
」
余
が
既

に
第
四
章
に
説
き
し
ご
こ
ろ
な
う
。
松
浦
蕪
山
代
女
書
に
牧
む
る
寛
元
二
年
八

月
十
八
日
銀
面
守
護
所
下
交
に
擦
れ
ば
、
肥
前
國
御
家
人
益
田
通
歴
が
町
代
国
後
家
居
の
政
嫁

を
訴

へ
出

で
七
に

つ
き
、
幕

府
は
審
理
の
結
果
、
原
告

の
申
立
て
た
る
数
名
の
謹
人
の
謹
言
を
以
て
信
か

べ
か
ら
か
ざ
な
し
、
更
に

同
咽
の
御
家
人
敷
名
の
謹
言
を
徴
せ
し
も
改
嫁

の
謹
撮
充
分
な
ら
ざ
る
を
認
め
て
、
原
告
の
訴
を
却
下
せ
し
こ
ご

見
え
た
り
ゆ

こ
れ
延
慮
元
年
よ
り
約
五
年
の
後
な
れ
ば
幕
府

が
此
追
加
の
實
施
に
つ
き
て
の
方
針
如
何
を
ト
す

る

に
足
ら
ん
。
.

亀
.
.

「

被
相
綾
人
た
る
親
は
天
真
謳
歌
に
於
て
、
遺
言

に
違
背

せ
る
相
続
人
を
不
孝
の
仁
ε
な
す

ε
賊
す
る
蓼
例
`
せ

魎

0



ザ
。
深
堀
交
書

(
一
)
の
正
慮
二
年
六
月
二
十
六
日
沙
彌
明

26
の
謳
歌

に
「
こ
の
む
ね
を
そ
む
き
て
い
ら
ん
を
い
セ
さ

.

し
　
　
　

む

む

ん
に

お
ぎ
て
は
、
明
応

が
所

b
や
う

に

お
き
て
は
、
一
.ふ
ん

た
b

亡
い
ふ
ε
も

、
知
行
す

へ
か
ら
す

、
奪

か
く

ふ
け
.

む

む

む

　

む

む

む

う
の
こ
た
る

へ
し
」
云
々
ε
い

へ
る
は
相
続
入
を
不
孝
の
子
ε
な
す
も
の
に
し
て
、
留
守
文
書

二
)
の
正
安
一
.一年

　

む

む

ゆ

五
月
二
十

一
旧
沙
彌
浮
妙
の
讃
歎
に
「
若
背
二
此
瓶

一晩
下
致
二
連
齪
煩

一輩
上
巻
、
鴬
⇒
浮
妙

不
孝
之
仁

一、
於
二譲
與
所
々
一

者
博
家
明
可
二
申
給

一之
」
云
〃
ε
い

へ
る
は
被
相
続
人
の
遺
言
を
違
背
せ
る
も
の
を
不
孝
の
仁
こ
し
て
、
共
議
與

・

.せ
る
所
領
を
嫡
孫
た
乃
家
明
の
手
ζ
牧
め
し
め
ん
足
す

る
も
の
な
り
。
所
謂
不
孝
は
即
ち
義
絶
、
勧

賞
ε
い
ふ
に

伺
じ
く
、
親
子
阻
孫
の
義
を
絶

つ
も
の
な
れ
ば
、
面
持
に
不
孝

せ
む
れ
た
る
も
の
は
遺
産

の
相
続
擢
を
喪
失
す

べ

『

く
、既
に
相
預
せ
る
も
の
は
悔
選
(返
還
)
ざ
る
、
を
免
れ
ざ
り
き
。
都
甲
交
書

(乾
)弘
長
二
年
四
月
十
九
日
大
瀞
推

察
の
讃
歌
に
、
「
右
件
所
職
者
、
惟
家
代
か
相
溝
之
所
駭
世
、
而
嫡
子
彌
四
郎
左
衛
刊
尉
惟
氏
仁
先
年
之
比
雌
㌧
興
=

手
讐

輩

璽

愈

齢

・
侮
二饗

側

々
轟

喬

門
尉
惟
墾

干
=本
妻

代
々
盟

御
下
籍

二副
手

糧
之
状

一陽
曲一永
代

一所
回議
與

　實
也
」
云
々
ζ
い
へ
る
は
器
量
不
足
を
理
由
噂
す

る
も
の
な

る
が
、
其
他
は
被
相
続

入
の
命
令
違
背
を
理
由
`
せ
り
、
而
し
て
そ
は
蕾

に
被
相
続
人
の
生
前
に
於
て
熬
り
も
の
み
な
ら
す
、
死
後
ご
雄

、こ
も
、
総
領
は
庶
子
の
相
続
分
を
被
相
続
人
の
遺
言
に
依
b
て
敗
め
て
こ
れ
を
取
得
し
陀
り
し
な
b
。

義
絶
は
通
常
義
絶
状
な
る
交
書
を
作
製
し
、
義
絶
者
、
親
族

(
、一
家
)
又
は
居
住
地

の
人

々
(在
地
人
)
ε
連
署
す

乃
を
例
ε
せ
b
。

さ
れ
ば
こ
れ
"
依
レ
て
相
緩
よ
り
除
斥
せ
ぢ
れ
た
る
も
の
は
往
々
自
己
め
利
益
の
飼
物
に
義
絶

,

論

説

鎌
倉
時
代
の
家
族
制
度
(七
莞
)

.

錆
土

巻

(第
二
號

四
五
)

一
九
五

.

.

甲

'



唱.■

、
圏割
.
.一
.
.
.
.

.

引

」
.
-
」
ヨ
.
.一
.
.

論

説

馨

時
代
の
援

制
度
七
、完
㌻
.

卑

屈

(第
二
競

四
宍
》

「
奏
.
.

瓶
の
偽
造
(謀
書

に
係
る
こ
ε
を
圭
.眠
し
、
.幕
府
の
審
理
裁
決

を
仰
ぎ
し
こ
巴
め
り
。
、
松
浦
黛
山
代
交
書

の
嘉
頭

四
年
(暦
仁
元
年
聖十
月

一
一十
七
旦
岡
六
波
羅

の
下
知
状
及
び
大
川
交
書
の
仁
治

二
年
八
月
二
十
一、一日
の
幕
府
の
下

知
状
は
.
.
」
れ
を
讃
す
。
只
大
友

交
書

(
一、)
に
牧
め
た
る
延
慮
元
年
十
二
月
九
日
の
幕
府
の
下
知
状
は
式
目
の
實
施

　に
つ
き
て
頗
る
注
慮
に
値
す

る
を
以
て
、
先

づ
共
生
交
を
左

に
牧
め
、　
恥
か
こ
れ
が
解
説
挽
割
を
試
み
ん
写
す
。

畠菖
　

豊幟
一

肌
足
満
三

郎
家
近
與
二
舎
弟
五

郎
通
脛

一相

論
豊

後
國
戸
幡

昌
補

佐
古
地

頭
幟

井
斗
加
利
屋
敷

串
、
.

』

、
.

(琶

(菖
響

右
対
決

之
虚

、
.子
細
雌

レ多

.
戸
幡

昌
蒲
佐
古

尉
二家

近
母
領

一
之
條

勿
論

也
、

而
道
西
金

レ勘
二
室

家
近

頃

難
.

・
【労
呪
ユ

、.
.

.、
レ
分
ご譲

瓶
綱
等

↓
西
存

生
之
時
者
、
父
子
相
論
之

間

.
可

」
爲
二
道
西
漣
止

繭
之
出

御
成
敗
畢

.
但
依
=
家
近
奉

公
輔
云
二
道
西

一云
二
通
綱
等

↓
遁
二
山県
方
科

一乏
庭

、

家
近

蜜
=
堵
本
屋
敷

一之
時

、

昏

レ揖
ゼ
画

道
西

一之
由

依
二

愁

申
↓
.干

レ
今
無
二
御
成
敗

叫
然

道
断
己
令
=
死

去

一云

々
.、

云
二
母
領

脚云
二
道

西

跡

"
家
近
之
外

錐

レ
無
二
細
行

.

之
仁
豪

遊
葉

レ被
套

語

塾

喚

欝

於
一戸
無

謬

古
老

豪
雪

内
耳
領
知
≧

至
'遣

酉

滑
領

一煮
、
.割
二
分
五

分
之

一義

家
近
回

可
一領

知

一
也

恥
残
五

分
四
者

、
通
綱
廣
道

可
二
分
領

一
之
、
東
方
之

・

・
科
已
後
幽
間

、
就
・
寛
宥

之
儀

如

レ此
所

-有
=
御

計

勉

.
、
者
依
二
鎌
倉
殿

御

一下
知
和

レ件

、
・

・
.「
-

延

慮

元

年

十

二

月

九

日
.

・
.

・、

・
.

.

前
.

武

藏
.

、
守

在
御
剣

、

一

,
.

り

.
修

理

橿

大

夫

'
在
御
剣

.

て



'

「
此
下
知
歌
は
幕
府
が
豊
後
団
御
家
人
☆
る
帆
足
家
近
通
経
兄
弟
間
に
於
け
る
所
領
の
孚
に
封
ず

る
剣
決

に
し
て
其
.

も

も

要
黙
は
下
の
二
黙
に
分
る
。
第

}
は
両
名
の
係
争
物
件
は
も
ε
家
近
が
母
の
所
領
を
相
綾
せ
る
も
の
な

る
を
家
近

の
父
道
面
に
於
て
家
近
を
勘
當
し
て
通
綱
等

に
分
配
し
た
れ
ば
、
.先
き
に
父
子
の
関

札
訴
訟
紛
議
を
生

煙
し
も
、

幕
府
孚

已

て
父
を
訴
ふ
る
を
許
き

・
規
雷

管

,
道
面
の
難

論

芒

功
守

。
璽

は
癸

の
職
.

後
に
於

て
道
面
及
龍
過
納
等
は
官
軍

に
齢

し
た
れ
ば
、
幕
府
の
庭

分
を
受
く

べ
き
を
、
家
近
の
幕
府
に
劃
す
る
勤

、

勢

罵
依

り
て
共
罪
を
赦

さ
れ
だ
b

し
が
湘
道
面
は
家
近
の
厨
め
に
其
家
よ
り
追
は
れ
し
ょ
り
紛
議
を
生
じ
て
係
争
.
.

中
死
去

ぜ
る
も
の
な
b
。此
場
合

に
於
て
、
家
近
が
嫡
子
た
る
は
本
衣
中

母
の
所
領
感

文
の
遺
産
洪

に
家
近

の
外

に
、

は
知
行
鴬

べ
き
も
の
な
し
ご
い
.へ
る
に
て
も
明
ら

か
な
り
。
而
し
て
第
.一
の
黙

に
つ
き
て
論
憾
ん
に
、
.妻
は
其
特

有
財
産
を
認

め
ら
れ
か
れ
ば
、
真
子
に
譲
興
す
る
は
も
ざ
よ
り
こ

れ
を
妨
ザ
事
、
故

に
家
近
が
母
よ
レ
譲
ら
れ
た

る
財
産
を
欠
遺
西
が
其
弟
に
分
配
せ
を
ば
不
法
の
慮
直
な
る
も
、
而
か
も
子
ざ
し
て
父
を
訴
ふ
る
は
所
謂
比
凡
百
の

罪
ε
す
る
ε
こ
ろ
な
る
を
以
て
、
父
の
存
生
中
は
其
敗
訴

に
蹄
・せ
し
め
ら
。な

、
は
當
塒
の
立
法
上
避
く

べ
か
ら
ざ

る
き

こ
ろ
奪
力
`
す
。
然

る
に
家
近
は
猶
西
の
爲
め
に
働
當
せ
ち
れ
た
り
、
御

家
人
が
真
子
を
勘
當
す
る
に
當
り

て
は
、」
執
権

の
抑
止
も
聰
從
す
る
を
要
せ
ざ
り
し

こ
巳
、
余

咳
第
四
章

に
説
け
る
武
田
光
達

が
其
手
信
患
を
勧
賞

せ
し
場
合
に
徴
し
て
知
む

る
べ
し
。
而

か
も
同
時
に
勘
當

ゼ
ら
れ
た
る
子
の
公
職
を
罷
め
し
む
る
こ
.ε
酔
得
ざ
り

し
は
、
余

が
夙

に
我
法

制
史
上
、
公
私

二
擢
の
分
立
を
見

参
べ
き
事
實

`
↓
て
指
摘

せ
る
ノ
ー
こ
ろ
な
め
。
故
に
家

、

論

既

響

時

代

の
家

籍

度

毛

莞

)

」

、
.
.嚇

+

霧

笏

義

四

さ

」

九

七

ド
ー
.医

」「
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…
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、

.

-
↓
1

1
一
1
.

訟

説

鎌
倉
時
代
の
家
族
制
度
(七
、完
》
.

、

第
十
一
蕾

み
第
二
観

四
人
)
.
】
九
入

選

の
和

ぎ
も

、
父

の
働

盛

を
受

け
し
後
荷
ほ
幕

府

に
出
仕

し
、
承

久
の
戦
役

に
當

、0
で

、
道
面
父

子
は
官

軍

に
罵

せ
し
も

彼
れ

の
奉

公
に
…謝
し
て
幕

府

の
威

分
を
冤

る

、
こ
ε
を
得

た
り
α
黙

れ
♂
」
も

道
西

家
近

の
父
子
間

は
.侮
ほ
.

周

不
和
の
状
態
を
続
け
、
家
近
は
終

に
父
の
勘
當
を
赦

さ
る
、
∫
及
ば
ず

し
て
道
西
の
死
去

に
遭

へ
b
。
是
に
於
て

幕
府
.の
別
法

は
第

「
の
黙

に
つ
ぎ
て
は
弟
通
糧
の
申
立
を
斥
け
て
、
家
近
が
母
の
所
領
を
相
続
す
る
を
認
め
、
第

こ
の
黙
に
づ
き
て
は
道
面

の
遺
傾
中
よ
り
五

分
の

一
を
割
き
で
家
近
に
知
行
せ
し
め
、
鯨
す
ε
こ
ろ
め

五
分
の
四

を
以
て
、
通
綱
魔
道
に
分
配
せ
し
む

ぺ
七
ε
の
決
定
を
與

へ
だ
り
。
.
一

.

以
上
の
第

一
割
決
の
理
由
は
父
子
間
の
訴
訟
に
於
て
こ
そ
告
盲

の
罪
は
成
立
す
れ
、
兄
弟
間
の
訴
訟
は
.こ
れ
を

.

問
鳳
ざ
適
を
以
て
適
法
の
慮
畳
起
肘
で
た
り
七
も
の
に
て
問
題
`
は
な
ら
ず
。
然
る
に
第
二
の
理
由
は
少
ヒ

研

究
の
餓
地
あ
り
。
道
面
の
遺
領
五
分
の

一
を
家
近
に
與

へ
し
は
何
ん
の
規
定
に
擦
り
し
ゃ
。
式
目
を
按
ず

る
に
、

、

其
第
二
十
二
條
に
親
が
幕
府

に
劃

し
て
動
勢
あ
る
嫡
子
を
遺
産
分
配
に
除
斥
せ
る
場
合
に
は
新
に
立
て
し
嫡
子
の

ρ

相
続
分
を
割
き
て
五
分
の

一
を
與

ふ
る
規
定
あ
る
も
、
そ
は
親
の
矯
め
に
義
絶
せ
ら
れ
し
こ
ε
な
き
を
條
件
ε
な

す
も
の
な
れ
ば
、
比
熱
家
近
の
場
合
に
該
賞
せ
ざ

る
の
み
な
ら
市
、
式
目
⑳
五
弥
の

一
は
新
に
嫡
子
蓬
な
れ
る
も
.
.

●

の
＼
受
く

べ
・き
潰
産
.の
五
分
の

一
を
意
味
し
.
此
場
合
の
父
の
遺
産
全
部
の
五
分
の

一
に
は
あ
ら
ず
。
労
幕
府
に

.
封
ず
る
奉
公
以
外
本
條
を
適
用
す

ベ
ズ
も
思
は
れ
ざ
る
な
り
ゅ
幕
府

0
下
知
状
に
擦

れ
ば
内
溢
西
は
承

久
の
役

に

.

幕
府

に
反
き
て
官
軍

に
罵
せ
り
9
式
目
第
十
六
條
を
.按
ず

る
に
、
御
家
人
の
恵
方
π
b
し
も
の
偶
楡
翠
を
冤
れ
て

、



葦
礪

曙
蕩
遡

領
の
蕩

2
履

牧
潜

る・、遷

魂

強

甥
岬
簸

最
務
奉
礎
喉
.

隆

霧
吹
之

盤

潔

泡

蕩

が
、蓋

領
の
五
塗

を
順
噸

乃
、
襯

く
丈
聖

尽
方
之
科
β

遜
摘

鑑

嬉

藷

蕩

逓

御
斎
池

畜

桑

月
の
「依
・黙

壷

漿

衰

耄

聞
農

煮
著

蕩

溝

峨

磨

嚢

渕
一腰

潤

辺
嚢

二豊

野
三
ご
顧
る
交
審

理

警

る
.

膓
諏

偏
携
嚢

潜
考

雀
遡

七
庭
慈
黍

菱

三
奮

b
約
†
溌

の嘆
沓

の
制

憲

%
艶

濠

元
年
緒

通

漏

翌

・
後
縛

。審

拡
旗

売
潤

筆

ら
喫

橿

。
援

・
像

外構

総

嘉

酒断

嘴

憲

零

・%
後
章

資

蒋
に
擁

に
埴

王

分
辺

榎

股
韮

め
た
・

-
し
鍔

端

書

講

が
議

喋

霊

異
湾

淫

書

は
式
暴

+
六
僚
の
載
・
。
る
ご
.、ろ
・、
し
て
其

意
謙

漂

瀞

鱗

毛
て
溜

あ
論

壇

す
、
.寄

藻

募

嶺

奏

6
、隠

向
っ
て
洞
黛

寄
売

る
も
確

嚢

慨
騰

斥

候

の
濡

三

徴
{

銅
讐

る
ぺ適

す
ゆ
蕎

萎

の
爲
め
に
溜

喋

れ
し
子
ゆ
働
綴
海
難
ル
旋
乃
の
み
な
ち
す
、
汝

の
萄
僧
を
受
電
て
、
・潰
産
分
配
よ
う
除
斥
過
ら
れ
心
、曲
の
に
向
り

・
咬

蝦

獲

援

せ
ゑ

灘

典
訟

濡

者
・
赤

職

工
権
の
關
藤

於
。
.
注
蓼

琴

蚤
凄

な

り
爵

露

。燃
盤

潮
の
妻

ヰ
、
藩

漏

綾
湯

器

た
う
宝

の
、親
繍

醤
を
営

雌

松
て
範

.

箏

燦

せ
譲

斎

王

蓄

翌

げ
る
の
外
嫁
竜

、
毳

毳

轟

薄

塗

、
瀟

澄

落

蒙

う
.

・竃
違

考

究

漉

・
碧

環
境

λ
迦
ゑ
.羅

の
聖

・
、
父
の
褒

紺

循

於
墓

貧

病

避
タ
.
落
葉

環
瀟
醸
幽
諺
.
,

澤

一遷
諭

二
聯

還

、」
魂

、
.



、欄
厩

離
漿

の藩

還

嘉

}層

軍

馬

第̂
二
槻

五
・
)
・二
8

勲
功
豫
消
せ
峰
謹
諭
示
書
協
⑳
凝

婆

、池
を
左
脳
散
訪
魂
.

梱

:
∵
瀕
酒
.
滲

響

葦

湘
竣

言

外
.・
.・
寄

、
釜

肇

看

参

事

ケ
ル
ヲ
嫡

子
カ
シ
.
キ
モ

ク
渉

、
哩
多

.吻
ま

寄

。
.9

レ
.　ツ璽
瑚
讐

.溢

.
ゼ
フ
。
ケ
λ

噺
・
4

崔

、
4

擁

編

　力
子

彦

嘉

毒

ヲ
サ
隣

ラ
譲
り
ヌ
、況
囎

塙
.ヴ訴
訟

嘉

事
.
ラ
叢

ス
、
況
嫡
子
ナ

」
二
選

滲

黙

醤

　録

ア
畜

、涕
譲
獄
尋

轟

・
.プ
建

亥

、
共
箕

謂
ギ

リ
、
減
数
錘

シ

...

、
.琴

鯖

夢

薬

事

ラ
欧

膿

漏

蔀

ツ
名

ク
、
鏑
ナ
墓

奪

リ
ト
イ
へ、。
、
父
塵

遊

'
噛
欝

　停

論

調

爵

漂
倭

施

込

諏
多

ソ
摯

・
ギ

ト
シ
プ
妻

屋

孝
ノ
ツ
小
メ
蓄

、

三

豫
寓
庫
健
櫨
繹

黒

溺
悌
暴

》
∬
稼
噸
7
圷
媒

、
ド

遷

鯉

ズ
雇

携

灘

轟

灘

摘
求
謄

三

根
庸
君

傾
拘
を
蛍

詮

、
葦

間
の
聯
繋
.
墾

に

紀
馳
畜

弟

箒

濾

纏

透

湿
.謬
鷹

が
.摩

編

業

蒙

る
.蕩

節
電

(多
あ

馨

蜘

逆
.藩

難

癖

濾

旗

遵

驚

ゆ
ル
ニ
毳

毳

議

竜

著

ろ
鍔

。
瞥

志
賀
癬

三
あ

雛
落
扉
萌

沐
曝

覇

盤

懸

耀

⑭
『痴
漱
叢

濃

る
阿
蓄

繁

童

蒙

・河
・章
嫡
愛

喰

徽
灘
何
　妙
松
薪
噺
荊
懲

止
逝
賦瀦
堪

呵
・惚
署

溜
隔
番
、
が
参
璽

雄
墾
言

々
混

毛

」・

細
道
織
喋

湛

飾
腰

細
険
舞
滋
倹
虐

准
す
内
懐
淑

淋
澗
燦
舞
退
勢

す
、徹
藷

訓
攻
潭

ご
叢

勃

濾

饗
舞
婿
脂
の
辮

響
潔

2
噛
紫
塀
艘
艦
環
海
噌撤
轡
墜
班
掛
嚢

灘
冤



レ可
峯

翼
弊

」
云
愈

、壕

で
外
孫
の
外
耐
愈
母
を
訴
ふ
塾

姉
幡
事

臨な
ぜ
る
を
見
ざ
嬉
嬉

∴
一

鍮
ゲ
薮
購
ざ
も
、
緯
が
諜

の
腱
分
に
.つ
江
で
蜘
鹿
其
嵐
窓
砂
壁
更
す
る
も
、
最
篠
の
嵐
轟

承
を
存
艦
忌
事
・.

る
爲
…戦
惇
引
起
魁
述蟹
難
ご
な
ザ
レ
課
…ぞ
の
晦
に
に
も
ε
よ
ザ
不
孝
な
、き
を
保
せ
、能
。
是
に
於
…℃
が
親
け
死
後
応
な
∵

塾

叙
し
で
嬢
青

鷺

を
揮
瞬
レ
・
宕

志
交
響
凝
然
拳

+
二
月
二
+
=
百

の
鎮
西
守
護
率

瓦
α
描
き

紺
.

分
暴

戻

糞

袋

露

を
譲
状
扉

講
後
瓢
議
伽
)
蕎

婁

畿
登

な
b
ε
し
・
留

守
丈
彗

徳
治
二
年
±

序
、

く
　

一.T†
ゼ
日
夜
幕
府
の
下
知
状
に
局
幻
捻
る
が
融
ぎ
)
被
相
続
人
の
七
十
歳
以
上
老
薯
傍
の
も
⑳
な
れ
ば
無
一双
郁
b
.」

ξ
L
噌
《
隙
蘇
交
響
E
婁
元
薙
予
二
月
昔
時
の
幕
肝
の
微
灘
書
の
無
ま
)嫡
子
が
被
柵
績
入
の
遺
言
を
展
行
廿
ず
罵

.

総

べ糠

塞

端

蓼

窮
蟹
ハ壁
.百
の
幕
府
⑳
下
銀
絵
に
見
ゆ
る
ザ
姐
電
撃

、の
安
堵
状
⑫
隠
瞥
帯

吝

く

ド

認
α
コ
バ
謹
賀
女
善
コ
元
騨
瞬
.一年
二
号
肯
四
日
藤
腱
貞
朝
の
披
露
状
の
姐
ぎ
)兄
弟
嬉
嬢
叔
姪
夫
皿蟹
罫
の
町
に
灘
誘

紛
議
屡

じ
で
丙.　、暴

瀞
類
煩
Ψ
を
盈
沁
ザ
。
　
.燈
牌
に
…射
し
で
幕
府
ば
常
に

適

法
の
鍵

を
甲下
す
に
カ
ぬ
だ
が
.

し
が
、
、就
慰
楽
嚢

(識
書
}の
諦
に
向
っ
て
ば
鳳」號
相
綾
人
の
筆
蹟
裕
揮
緯
に
つ
ぎ
て
参
謬
書
.頚
〆凱
夢

判
)

の
撮
.磯
.謬

じ
、
口譲
舞

の
　前
後
⑳
事
悔
目
附
響
に
つ
き
て
調
査
す
る
等
租
當
慎
重
の
苧
績
を
経
た
ゲ
し
瞥
見
.

る
。

市
川
交
書

(
.ご
.
に
牧

め
陀
御
交
永

二
年
関

西
丹

十
人

目

の
幕
府

の

下
知
妖

に

「
次
十
七

日
歌
縫
雄

レ
爲
二
貴

書

↓
或

造
=
直
交

字
噛
或

襲
一一字

上

H之
間

、
如

}一倍
例

一巻

、、
難
レ
被
二
信
用

一之
由

爲
泰

(原
告

)
回
錐

レ申

レ
之
、
被
衣

舞

舞

肇

至

薫

二別
私
坤
歎
」
云
・
蕊

ひ
し
に
撮
・
も
菱

券

郵

難

が
謄

相
當
曇

巷

論

説

敷

馨

の
窮
炭
欝

専
盛

}
.

、
.

第
+
]
巻

(第
二
物

五
一
)

二
2

一



、
.論

.
訊
.
.
鎌
倉
時
代
の
家
族
制
度
(七
・完
)

一
層

だ
レ

し
を
偲
ば

し
む
。

算
+
}
巻

(第
二
號
.

五
一ご
.

二
σ
二

六
.

結

馳
.∵
.
.
語

余
は
以
上
を
以
て
馨
此
時
代
の
家
族
制
度

に
關
す
る
立
法
及
び
慣
習
を
考
察
せ
り
。「
殊

に
余

の
劈
頭
に
説
き
し

が
如
く
我
家
族
制
度

に
於

て
家
長
専
制

の
風
殊

に
甚
し
き
に
至
り
し
は
寧
ろ
室
町
時
代
の
中
世
以
後
所
謂
戦
國
時

代
に
至
b
て
時
世

の
.須
要
が
こ
れ
を
馴
致
し
た
り
し
も
の
な
る
が
、
此
時
代
に
も
遺
産
の
分
割
相
続
を
否
定
し
て
.

一
.家
督
ピ
共
.に
台
子

に
粗
積

ぜ
し
め
ん
ε
す
る
風
杢
C
こ
れ
な
か
り
し
に
あ
ぢ
す
。
印
ち
多
く
の
讃
歌
の
中
に
は
、

.

間
、
其
所
領
葱
男
女
の
子
息
に
護
奥
す
一べ
き
も
、、分
限
居
弱

に
し
て
、
こ
れ
を
制
介
す

る
に
.於
て
は
御
公
事
等
難
治

な
み
に
俵
与
「「
圓

に
嫡
子
に
護
レ
、
他
の
男
女
の
庶
子
等
は
嫡
子
を
相
懸
ん
で
過
す

べ
し
`
の
文
意
を
載
せ
だ
る

「
も
の
;
　れ
み

帆
p
〔
例
へ
ば
茂
木
交
書
↓

の
嘉
元
々
年
十
.
「
月
二
十
⊥
八
日
沙
腰
心
佛
の
譲
状
の
如
き
)即
ち
斤
当
た

-を
嫡
子
は
家
督
を
相
続
す

る
ご
共
に
、
被
相
綾
人
の
全
潰
産
を
も
相
綾
す
撫
代
臥
に
、
.家
族
た
乃
庶
子
扶
養

⑳
義

務
を
負
ふ
べ
し
ζ
な
t
も
の
な
ゲ
。
面
し
で
萩
離
開
開
銀

に
股
む
る
元
徳
二
髭
三
見
十
八
日
薄
、沙
彌
長
快

の
譲
號

に

「
右
件
所
々
者
長
焼
桐
傳
之
所
帯
也
、
冊
柑
一一副
次
第
置
文
等
一所
ド
譲
二與
嫡
子
彦
三
郎
通
時
一之
實
也
、
.雌
レ
可

レ柑
=分
庶
子
餐

罫
階
狸
少
か
恥

ド

タ
　柑
翌

潔
伊

『

F

建
ニヱ
か
衛
充
璽

譲
鞠渡
通
塒
・天

一者
也
厭雄

,
.
伽

爵
～衝

グ
末
代
特
漉
訟
長
快
臨
戦
者
子
孫
之
中
以
畦二

八

∵可
レ令
訟
粗
織
一之
」
ど

い

へ
る
に
一
↑朝
有
事

の
際
、
臣
節
を



/"

亀

↑
.全
う
レ
難
き
よ
ゲ
嫡
子

一
.人
に
譲
ら
ん
己
す

る
も
の
に
『

で
、
子
孫
に
至

る
迄

こ
れ
を
蓮
守
せ
し
め
ん
ε
す
る
も

の
"壽

の
釜

・
爲
・
蚤

　

も
.覆

刻
・
急

義
を
加
ふ
嘉

見
る
・
し
越

す
る
に
轟

董

-
の
見
地
寄

、
防
露

少
き
も
の
が
徒
ら
藷

舌

舘

す
・
の
結
果
は
墾

み
て
薄
暮

濠

り
、
幕
携

軍

務
に
服
す

べ
無

稽
警

に
至
る
を
恐
鷲

る
も
の
堺

な
皐

。
降
り
て
戦
国
時
代
ε
な
り
て
象

豪

て
の

「

問
飛
松
て
も
.
巷
存
競
争
頗
る
激
烈
ε
な
り
し
籍

、
主
君
の
爲
め
.{
巌

ん
よ
り
は
寧
ろ
自
家
の
維
持
課
金
を

飼

あ

急
を
加
へ
.
此
意
味
遣

し
三

般

罫

割
鵜

を
排
ぞ

、
家
督
悪

夢

を
併
せ
て

享

に
相
続
せ

、

し
珍
、
諸

子
の

一
致
協
力
、に
依
茎

他
の
迫
害
を
斥
皇

家

の
強
大
を
期
せ
ん
ゼ
す
る
、の
風
聴
代
共
通
の
傾
向
ご

じ
.
て
現
は
る
〉
に
至
.れ
転
.
是
に
於
て
此
聴
代
の
特
殊
事
實
は

一
般
普
通
の
事
實
青

り
た
り
し
の
.み
.
其
詳
細

.

の

和

ぎ

は

更

に
稿

を

改

め
で

こ

れ

を

説

か

ん

。
.

」
、

、

「
.
.

㍍
.

　

「

・

」

ド

.

,
.
.

」

.

.τ

.

・目論
、説

鎌
倉
時
代
破
壊
腕
蜘
麗
τ

莞

}
.

錐
十
.一
.巻
.

測第
一
.一號
.

五
三
)
.
二
σ

三

、


